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OneAdvisor 800 ワイヤレス
オールインワン基地局導入・メンテナンステストソリューション

一つのソリューション。一つのプロセス。一つのレポート。

VIAVI OneAdvisor 800 は、無線アクセスネットワークを検証およびトラブルシューティングし、 
適切なサービス展開と効果的な運用を実現するために完璧に設計されています。

OneAdvisor 800 は、多機能アーキテクチャを活用して、さまざまなテストアプリケーションをカバーし、 
拡張でき、次のようなさまざまなユーザーグループに適応できます。

 y 無線ネットワーク構築：あらゆる基地局の伝送回線のテストの全側面をカバーし、同軸ケーブル、 
アンテナの検証、およびファイバーの特性評価と検査を行います。

 y 無線運用：3GPP標準に準拠した無線伝送の検証をカバーし、無線のパワーレベルとカバレッジのメンテナンスの
実施、ならびに干渉障害の検出および場所特定を行います。

主なテスト機能は次のとおりです。

 y ケーブルおよびアンテナの反射テスト、障害までの距離、およびケーブル
の損失

 y OTDR テストを含む端面検査およびファイバー検証

 y 9KHz～6/9/18/32/44GHz のリアルタイムパシスタンススペクトラム

 y LTE または 5G TDD 信号での干渉解析用のゲートスイープによるスペクト
ラム解析

 y 無線機によって受信した干渉信号を効果的に特性評価する RFoCPRI 干渉
解析

 y 断続的な干渉信号を効果的に特性評価する無線 RF スペクトログラムテス
トおよびロギング機能

 y 干渉場所の自動特定（VIAVI InterferenceAdvisor とペアリングされている
場合）

 y 三角測量による干渉検出（VIAVI AntennaAdvisor とペアリングされている
場合）

 y スペクトラムルートマップ、無線のカバレッジと信号伝播の検証

 y O-RAN フロントホールの検証、O-RU 無線通信およびプロファイル

 y 1/10/25 ギガビットイーサネットおよび 1588 PTP タイミングのフロント
ホール ネットワーク検証

OneAdvisor ファイバー検証

OneAdvisor リアルタイム持続性スペクトラム

OneAdvisor RFoCPRI 干渉解析
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リアルタイム パシスタンス スペクトラム

OneAdvisor 800 リアルタイムスペクトラム解析（RTSA）は、定義された周波数範囲でパシステンスパワー測定を高
速で実行します。

RTSA は、断続的な信号の包括的な表示を提供して、ワイヤレス信号を高速で特性評価し、パワー、周波数、および時
間で信号を特性評価する 2D および 3D スペクトログラム測定により断続的な干渉信号を検出します。

OneAdvisor 800 リアルタイムスペクトラム解析 OneAdvisor 800 リアルタイムスペクトログラム

OneAdvisor 800 リアルタイムスペクトラム解析は、同じ周波数チャネルでアップリンク信号とダウンリンク信号に
異なるタイムスロットを割り当てる（3GHz を超える 5G 搬送波の場合が該当）時間分割複信（TDD）送信など、時間
領域で異なる通信プロファイルを持つ信号を適切に特性評価するのに最適です。また、100MHz の瞬時解析帯域幅に
より、同期信号ブロック（SSB）と呼ばれる 5G ビーム信号の存在を検出し場所を特定する機能を提供します。

1181.900.0722
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RFoCPRI 干渉解析

RFoCPRI 技術は、ベースバンドユニットとリモート無線ヘッド間のリンクであるファイバーフロントホールを介して 
RF 測定を実行します。

RFoCPRI は制御信号を検証し、タワーに登ることなく、地上で BBU と RRH の間で送信される RF（IQ）データを抽出
します。RFoCPRI の主な利点は、アップリンク信号（モバイルデバイス）の監視と解析、および PIM 検出を、基地局
で信号を受信した時点で実施できることです。

OneAdvisor 800 RFoCPRI（MIMO 4x4）

ワイヤレス干渉解析

OneAdvisor 800 干渉アナライザの機能は、干渉信号を効果的に検出し、特性評価を行い、場所を特定するための最も
包括的な測定手法を提供します。

主な干渉解析測定機能：

 y RFoCPRI 干渉解析

 y 受信信号強度インジケータ（RSSI）

 y 干渉ファインダー

 y スペクトラムのリプレイヤー

1180.900.0722
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受信信号強度インジケータ（RSSI）

RSSI は、時間内に複数の信号（最大 6 つの信号を同時に）を測定し、干渉信号のパワーレベルの経時変動を評価し
ます。RSSI 測定では、可聴アラームにパワー制限を設定し、信号が定義された制限線を超えるたびに、アラームカウ
ンターを増やすことができます。長期間の分析では、事後分析用に、スペクトログラムおよび RSSI 測定を外部の USB 
メモリに保存できます。

OneAdvisor 800 干渉解析（RSSI）

TDD 干渉解析（ゲートスペクトラム）

TDD 信号（LTE または 5G）の干渉解析では、アップリンク信号とダウンリンク信号は同じ周波数で送信される
ものの、タイムスロットが異なるため、従来のスペクトラム解析とは異なる測定技術が必要です。

OneAdvisor 800 は、シングルまたはデュアルゲートスイープスペクトラムを実行し、アップリンク送信に割り当てら
れたタイムスロットでのみトリガーされるスペクトラム測定を効果的に実行します。

OneAdvisor 800 デュアルゲートスペクトラム解析（TDD 干渉）

1179.900.0722

TDDTDD

1178.900.0722
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干渉ファインダー

干渉ファインダーは、OneAdvisor 800 によって実行される自動三角測量アルゴリズムで、GPS を使用して複数のテス
トポイントの地理座標を抽出し、干渉源の位置を特定します。

干渉ファインダーは、測定された交点に基づいて、内接領域または外接領域を使用して干渉位置を自動的に計算し
ます。

OneAdvisor 800 干渉ファインダー

干渉波の探索

InterferenceAdvisorTM は、完全に自動化された RF 干渉の探索ソリューションです。設定が容易で使いやすく、Android  
タブレットにインストールされたマップ形式アプリケーション上の音声ガイドに従うだけで、1 人の RF エンジニアが
わずか数時間で干渉源を特定し、場所を突き止めることができます。

InterferenceAdvisor ソフトウェアは、OneAdvisor 800 と通信して、ドライブテスト中に RF パワー測定値（ピーク、 
RSSI、チャネル）を取得し、パワーヒートマップを作成します。また、干渉が最も多い領域を自動的に検出し、検出
された干渉場所へのナビゲーション指示をオプションで提供します。

InterferenceAdvisor – 干渉波の探索

企業および
データセンター

ネットワーク機器
メーカー

小規模
ビジネス

住宅

1177.900.0722

InterferenceAdvisor
(Android OS)

ホットスポット

1133.901.0522
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端面検査

送信機、ファイバーのリンク、および受信機間の光伝送システムの信号劣化の最も一般的な原因は、ファイバーコネ 
クタの汚れであり、コネクタは環境にさらされると非常に簡単に汚染さます。

したがって、ファイバーリンクで挿入損失および反射損失を許容範囲内にとどめるための最初のステップは、標準ベ 
ースの合否測定を実施し、結果を収集し、包括的な完了レポートを作成できる、ファイバーマイクロスコープを備え
た OneAdvisor 800、P5000i、または FiberCheck を使用してファイバーコネクタの端面を検査することです。

OneAdvisor 800 端面検査

基地局のフロントホール検証

基地局の xhaul インフラは、スイッチからベースバンドユニットへのファイバーリンク（バックホールとも呼ば 
れる）と、ベースバンドユニットからリモート無線装置へのファイバーリンク（フロントホールとも呼ばれる） 
で構成されます。リモート無線装置は、デジタルからアナログへの変換を行い、送信 RF アンテナへの同軸ケー 
ブルを介して、特定の中心周波数、帯域幅、およびパワーレベルを持つ特定の RF キャリアに信号を設定します。

基地局インフラ – アンテナへのファイバー

ファイバー
（バックホール） BBU: ベースバンドユニット

FPP: ファイバーパッチパネル
RRU: リモート無線装置

ファイバー
（フロントホール）

BBU
FPP FPP RRU

ア
ン
テ
ナ

1192.900.0722

1193.900.0722
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ファイバーの特性評価

ファイバーは、小規模セルやマクロセルから分散型アンテナシステム（DAS）、集中型無線アクセスネットワーク
（C-RAN）に至るまで、あらゆる種類の基地局で広く使用されています。

光 時 間 領 域 反 射 率 計 （ O T D R ） を 使 用 す る と 、 フ ァ イ バ ー リ ン ク の 特 性 を 最 も 効 果 的 に 評 価 で き ま す 。 
OneAdvisor 800 には OTDR モジュールを搭載でき、シングルモードないしマルチモードファイバーのファイバーテ 
ストを簡単かつ高速で、コスト効果に優れた方法で実行できます。

OneAdvisor 800 ファイバー特性評価 – OTDR

企業および許容可能な挿入損失および反射損失を達成する
タセンター

1194.900.0722
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ケーブルおよびアンテナ分析

OneAdvisor 800 にはケーブルおよびアンテナアナライザモジュールを搭載でき、基地局作業者は、無線（ケーブル、 
ジャンパー、フィルター、デュプレクサなどの RF デバイス）とアンテナとの間の、次のような接続性を検証できます。

 y 反射損失および VSWR

 y 障害までの距離（DTF）

 y ケーブル損失

OneAdvisor 800 の直感的に判断できる合否結果を提供する使いやすい GUI により、問題を即座に特定し、作業者は基地 
局が同軸伝送の仕様を満たしているかどうかを容易に判定できます。

OneAdvisor 800 同軸ケーブルとアンテナの分析 – 反射損失

1195.900.0722
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O-RAN 無線検証

OneAdvisor 800 は、O-RAN 無線検証を装備でき、O-RAN 分散ノードのエミュレーション（ODU-Emulation）を
実行して、基地局作業者が O-RAN 無線装置（O-RU）の接続性とプロファイルを検証できるようにします。

 y O-RU の接続性：通信、光パワー Tx/Rx（SFP）

 y O-RU プロファイル：無線モデル、シリアル番号、ソフトウェア、MAC および IP アドレス、動作帯域

 y O-RU の同期とタイミング：PTP および SyncE の検証

1196.900.0722

OneAdvisor 800 O-RAN ODU エミュレーション検証
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ブラインドスキャナー

OneAdvisor 800 は、ブラインドスキャナーを実行し、次のいずれのタイプの信号も検索および識別できます。

 y LTE 周波数分割複信（FDD）
 y LTE 時分割複信（TDD）
 y 5G New Radio（NR）
 y ダイナミックスペクトラムシェアリング（DSS）

無線信号解析

OneAdvisor 800 信号解析機能は、無線信号の品質を効果的に識別および特性評価するための最も包括的な測定 
手法を提供します。サービス基地局の識別子と主要なパワー指標、およびワイヤレス制御信号の信号品質評価を含み
ます。

主要な信号解析測定機能：

 y LTE 信号解析
 y 5G NR 信号解析
 y DSS 信号解析
 y NSA 信号解析
 y ブラインドスキャナー
 y EMF（電磁界）解析

OneAdvisor 800 RF ブラインドスキャナー

DSS DSS

TDD TDD

LTE Carriers 5G Carrier DSS Carriers

1177.900.0722

FDD FDD TDD TDD
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LTE 信号解析

OneAdvisor 800 は、LTE-FDD および LTE-TDD 信号フォーマットで信号解析を実行でき、次の主要な測定をカバーし
ます。

 y RF 特性評価 チャネルパワー、占有帯域幅、隣接チャネル漏洩電力比、およびスペクトラム放射マスクを含む 3GPP 
適合性テスト

 y LTE 無線：キャリアアグリゲーション検証用の LTE キャリアスキャナー、マルチサービング基地局用の LTE ID 無線と、 
ケーブル、ジャンパー、フィルターとデュプレクサ、およびアンテナなどの RF デバイスであるャナー、信号品質評価用の  
LTE 制御チャネル、および LTE ルート

 y サービスカバレッジ検証用のマップ

OneAdvisor 800 LTE 信号解析

セル ID：263 セル ID：161

1175.900.0722
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5G 信号解析

OneAdvisor 800 は、5G 信号解析を実行でき、次の主要な測定をカバーします。

 y RF 特性評価：チャネルパワー、占有帯域幅、隣接チャネル漏洩電力比、およびスペクトラム放射マスクを含む 3GPP  
適合性テスト

 y 5G 無線：キャリアアグリゲーションの検証と信号品質の評価用の 5G キャリアスキャナー、ビームフォーミング評
価およびマルチサービング基地局用の 5G ビームアナライザ、およびサービスカバレッジ検証用の 5G ルートマップ

OneAdvisor 800 5G 信号解析 – ビームフォーミング

セル ID：416 セル ID：977

1183.900.0722
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NSA 信号解析

OneAdvisor 800 は、非スタンドアロン（NSA）信号解析を実行し、任意のチャネル帯域幅の任意の帯域で LTE ないし 
5G の最大 8 つの異なる搬送波を同時に解析することができ、次の主要な測定をカバーします。

 y NSA アナライザ：マルチサービングセルおよびビームフォーミングの評価とパワーレベル

 y NSA スキャナー：マルチサービングセル、パワーレベルおよび信号品質（コンステレーションと EVM）

 y NSA ルートマップ：サービスカバレッジの検証

OneAdvisor 800 非スタンドアロン（LTE および 5G）信号解析

1184.900.0722
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DSS 信号解析

OneAdvisor 800 は、LTE ないし 5G の複数の DSS 搬送波、同じ周波数で送信する複数の DSS 無線を任意のチャネル
帯域幅の任意の帯域でスキャンする機能を含む、動的スペクトラム共有（DSS）信号解析を実行でき、次の主要な測定
値をカバーします。

 y RF 特性評価：チャネルパワー、占有帯域幅、パワー対時間（フレームおよびスロット）を含む 3GPP 適合性テスト

 y DSS 無線：複数の DSS キャリアを解析するチャネルスキャナー、複数のセル（PCI）を測定する ID スキャナー、 
DSS パイロット信号（LTE および 5G）および信号品質を検証する制御チャネル、およびサービスカバレッジ検証用
の DSS ルートマップ

OneAdvisor 800 動的スペクトラム共有（DSS）信号解析

DSS DSS

1186.900.0722
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Job Manager と StrataSync を使用したテストプロセスの自動化

VIAVI のテストプロセス自動化を使用すると、セル作業者は確実に導入およびメンテナンステストを実施できます。

 y モバイル事業者のテスト基準に準拠

 y 全無線タイプ（LTE、5G）およびトポロジー（マクロセル、スモールセル、C-RAN、DAS）に対応

 y シンプルな合否インジケータを使用して、テスト結果を StrataSync クラウドに自動的にアップロード

Job Manager

VIAVI の Job Manager は、テストプロセスを自動化し、モバイルネットワークの運用チームと基地局構築チームに無
線と、ケーブル、ジャンパー、フィルターとデュプレクサ、およびアンテナなどの RF デバイスであるルフガイドテス
トソリューションを提供して、基地局の設置とメンテナンスのフィールドでの効率を向上させます。

Job Manager は、プロセス全体を自動化し、モバイルオペレータの要件に従って適切なテストシーケンスが実行され
るようにします。また、構成テスト時間が最小限に抑えられ、結果は一貫し、統合されます。

 

OneAdvisor 800 Job Manager

Job Manager

1129.900.0522
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StrataSync

StrataSync は、テストセットの管理、テストの設定、データ管理、テスト結果などのテストソリューションを一元的
に管理するクラウドベースのシステムです。

Stratasync は、電子メールの送信、手動のテスト手順、手動のレポート統合、テストソリューションの可用性、およ
び校正が必要なテストデバイスをなくすように設計されています。

 

StrataSync - 資産の管理

VIAVI StrataSync 
対応

1130.900.0522

より迅速な作業速度
実行するテストとその実行方法を
思い出すための無駄な時間を排除

トレーニングコストの低減
新しい作業者も、わかりやすい画面
の指示に従ってすばやく使用可能

一貫性の向上
作業者のスキルや経験に関係なく、
一貫性のある再現可能な結果の取得
が可能

安心感
テスト結果は自動的に 
StrataSync クラウドに保存

1129.900.0522
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